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問 1  Huntington’s disease is a neurodegenerative genetic disorder caused by a faulty version of a single gene. 

問 2  So anyone who has a parent with the disorder has a 50 percent chance of inheriting it. 

問 3  In2017, a woman won the right to sue the doctors who had earlier tested her father and found him positive for the disease but 

had not informed her. 

問 4  Their inaction arose from her father’s insistence that the test result be kept confidential. 

問 5  What kind of questions might you ask? What can we conclude about any responsibilities that accompany ‘knowing’? 

  



 

 

【講評】 

【 Ⅰ 】：ScienceNews の記事 Measles erases the immune system’s memory「風疹が免疫記憶を消す」が出典元であ

った。長文問題は内容も捉えやすく，選択肢の判断に困る問題もなかった。図が出題されたが，ただ図の中

の文言を読み取るだけで，さして特殊なことを要求されてはいなかった。（2022 年の【Ⅱ】にも図の出題が

あった。） 

【 Ⅱ 】：ScienceNewsExplore の記事が出典元で，Artificial intelligence is making it hard to tell truth from fiction「人

工知能により，真実とフィクションを区別することが難しくなってきている」という題の記事であった。

（昨年度の大問【Ⅰ】【Ⅱ】ともに，同じ ScienceNewsExplore が出典であった。）大問【1】と同じく，選択

肢の判断に困る問題はなかった。 

【 Ⅲ 】：「思考の過程が言語によって決定づけられる」という内容について論じた一連の英文を 2・3 文ごとに区切

り，付された 4 つの下線部の文法・語法・文脈上のミスを特定する問題。例年よりも，一つの問いのボリュ

ームが少し増えたが，実質的な難易度の変動はないと言える。文脈的な意味の誤りを問うていた問 2 は，

問 1 との内容審議を行うべく，しっかりとした読解が必要だった。例年の【Ⅲ】と同様，動詞の形や，動詞

の数の一致，名詞の数の一致を誤箇所とする問題が目立った。大阪校主催の前日セミナーでは，同趣旨の出

題意図の問題を多数触れてもらい，思考法を刷り込んでおいたので，参加された方は根拠をもって選ぶこ

とのできる問題が多かったのではないかと期待したい。 

【 Ⅳ 】：整序問題。日本語リード文の内容をしっかりと読み取り，英文構成する力が求められた。どれも標準的な

レベルの出題だったので，しっかりと得点したい。 

 

昨年と出題傾向・分量ともに変化なし。難易度も昨年と同じ。大問【Ⅰ】【Ⅱ】【Ⅳ】で高得点を目指した上で，大

問【Ⅲ】のミスを極力減らすという例年通りの戦略で，75％程度を目指したい。 

 

 


